
電気通信大学ＩＴ活用国際ものづくり教育推進室規程 

 

制定 平成26年1月21日規程第25号 

最終改正 令和5年2月22日規程第100号 

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、電気通信大学グローバル化教育機構規程第３条第２項に基づき電気

通信大学ＩＴ活用国際ものづくり教育推進室（以下「推進室」という。）の組織及び運

営に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （目的） 

第２条 推進室は、インターネットを活用した海外の大学等との連携型創造的ものづくり

教育システムの開発と実施を通じて、英語による実践的課題解決型の教育を行い、高度

先端技術分野の産業界で求められる実践的技術力、グローバル・コミュニケーション力

及びリーダーシップ力を有する人材を育成することを目的とする。 

 （職員） 

第３条 推進室に、次の各号に掲げる職員を置く。 

 (1) 推進室長 

 (2) 兼務教員（本学の教育研究職員で推進室に兼務するものをいう。） 

２ 推進室に、特任教員を置くことができる。 

３ 前２項に規定するもののほか、推進室の運営に必要な職員を置くことができる。 

 （推進室長） 

第４条 推進室長は、本学の職員のうちから、電気通信大学グローバル化教育機構長の推

薦に基づき、学長が指名する。 

２ 推進室長は、推進室の活動を統括する。 

３ 推進室長の任期は、２年とし、再任を妨げない。 

 （人事、予算に関する事項の取り扱い） 

第５条 推進室に置かれる兼務教員及び特任教員の人事に関する事項については、本学に

おけるグローバル化教育の全学的視点に立った効果的な実施体制を整備するため、グロ

ーバル化教育推進会議で審議し、大学教育センターと協議のうえ、全学教育・学生支援

機構に提案するものとする。 

２ 推進室の予算に関する事項については、グローバル化教育の効率的、効果的な推進の

ため、グローバル化教育推進会議で審議するものとする。 

 （部門） 

第６条 推進室に、第２条の目的を達成するため、次の各号に掲げる部門（以下「部門」

という。）を置く。 

 (1) 楽力工房部門 

 (2) 国際連携部門 

 (3) サマートレーニング部門 

 (4) 高度ＩＴ部門 

２ 部門に部門長を置き、推進室長の推薦に基づき学長が命ずる。この場合において、推



進室長が部門長を兼ねることを妨げない。 

３ 部門長は、部門の業務を統括するとともに推進室長を補佐する。 

４ 推進室長は、必要に応じ、部門に副部門長を置くことができる。 

 （事務） 

第７条 推進室に関する事務は、学務部教務課及び学術国際部国際課が行う。 

 （雑則） 

第８条 この規程に定めるもののほか、推進室に関し必要な事項は、別に定める。 

 

   附 則 

１ この規程は、平成２６年２月１日から施行する。 

２ この規程の施行の日から平成２６年３月３１日までの間に、最初に任命される推進室

長の任期は、第４条第３項の規定にかかわらず、平成２８年３月３１日までとする。 

附 則 （平成29年1月26日規程第89号） 

 この規程は、平成２９年２月１日から施行する。 

   附 則 （平成30年3月30日規程第130号） 

 この規程は、平成３０年４月１日から施行する。 

   附 則 （令和5年2月22日規程第100号） 

 この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

 


